
Partner Club APCでUPSライフサイクル管理を代行
プロアクティブなサポートでUPSを健全な状態に
ゲイトウェイ・コンピュータ株式会社（以下、ゲイトウェイ・コンピュータ）は、顧客がもつITの課題を
あらゆる製品、サービスを組み合わせて解決することを使命としている。販売だけではなく導入後の
サポートにも力を入れており、UPSのライフサイクル管理も代行するプロアクティブなメンテナンス
支援を行なっている。そこで活用されているのがシュナイダーエレクトリックが提供するオンライン
サービス、Partner Club APCだ。

ライフサイクル管理支援で
UPS本来の能力を活かす

Partner Club APCの活用で
プロアクティブな支援を実現

導入事例

同社のUPS販売のほとんどを古くからAPCブランド製品

が占めていたことも教えてくれた。

「2011年の震災後に、新たにUPSを導入されるケースが一

気に増えましたが、新規でお伺いするお客様の中には、UPS

の本来の役割を勘違いされるケースや、規模にそぐわない

オーバースペックで不適切なUPSを選定されてしまっている

ケース、さらに、何年か前にUPSを購入したことで満足して

しまい、その後のバッテリー交換や機器リプレイスなどのラ

イフサイクルを考慮に入れていなかったがために、いざとい

う時にUPSが使える状態になかったケースなど、せっかくの

投資を無駄にしてしまっているお客様が何社かありました」

　そう語るのは、ソリューション営業部 スーパーバイザー

の佐藤 一朗氏。本来、UPSのライフサイクル管理はお客様

自身が行うものだが、ゲイトウェイ・コンピュータは古くよ

りこの業務をサービスの一環として代行していた。

「昔は、販売したUPSのレシートを持ち帰ってExcelに情報

を入力する、といったマニュアルな方法で管理していたた

め、管理代行件数が増えるにつれ、だんだんと業務負荷が

増し、大変に思った時期もありました」と佐藤氏は続けた。

　シュナイダーエレクトリックは、UPSのライフサイクル

管理を容易にするため、いくつかのツールを開発してオン

ラインで提供してきた。ゲイトウェイ・コンピュータはそれ

らを積極的に活用し、販売したUPSのライフサイクル管

理の精度とユーザーの利便性を向上し続けている。

　ユーザー向けのサービスであるClub APCは、購入した

UPSの型番やシリアルナンバーを登録しておくことで、バッ

テリー交換時期などのメンテナンス情報がユーザー宛に通

知される便利なツールだ。しかし、Club APCはユーザー向け

のツールで、パートナーのビジネスに特化したものではない。

「Club APCのサービスが始まってすぐに、お客様に使用

をお勧めしました。しかし、Club APCでの通知先はあく

　ゲイトウェイ・コンピュータは、IT機器の販売はもとより

サービスやサポートを含めたトータルなITソリューションを

外資系企業を主体にマルチリンガルで提供している。国内

拠点のサポートだけにとどまらず、海外本社ITスタッフとコ

ンタクトを取り合い、日本オフィスと海外本社との間のITイ

シューを解決する架け橋的役割として、グローバルプロジェ

クトの推進ノウハウを豊富に持つ特色ある企業だ。

「IT機器をただ販売するのではなく、お客様の課題を見つ

け、それを解決するための必要なソリューションを選定し、

最適な状態で提供する、これがゲイトウェイ・コンピュー

タの営業スタイルです。お客様の課題は多種多様なので常

に最新の業界動向にアンテナを張り、お客様に提案できる

ソリューションの選択肢をできるだけ多く持ちたい、と考

えます。特にUPSの導入提案は、BCP対策の基本ともい

えるソリューションですので、新規でサーバーをご購入い

ただくお客様には必ず提案するようにしています。非常時

に電源が落ちてしまった場合のリスク、導入後の運用が簡

単な点等を丁寧にご説明すると、UPS導入が絶対に無駄

な投資でないことをご納得いただけます」

　グローバル営業部 マネジャーの鴫原 倫文氏はそう語り、

までもお客様であったため、通知メールを見落

としたお客様、担当者が変更になったがClub 

APCへの登録変更を怠ったお客様、これらの

ケースのお客様には全く通知が届かなくなって

しまっていました。せっかく良いサービスがあっ

ても、万全に活用できていない現状を残念に

思っていました」と、鴫原氏は語った。

　その後登場したのが、パートナー企業がUPS

ライフサイクル管理を代行できるPartner Club 

APCだ。バッテリー交換や製品リプレイス通知

がタイミングよく届く点は従来のClub APCと

同様だが、通知宛先にパートナー企業をユー

ザーの代理人として登録できるようになったこ

とはパートナーにとってありがたい進歩だった。

「Partner Club APCはまさに待望のツール。サー

ビス開始とともにすぐに利用を始め、これによって、

大切なメンテナンスや更新のお知らせがお客様に

届かない事態はなくなりました。Partner Club 

APCはいまや我々の必需ツールです。UPS本体の

アラートランプが点灯する前にメンテナンスのタイ

ミングをつかむことができるので、当社からよりプ

ロアクティブなサポートが可能になりました」と佐

藤氏は強調した。現在、同社の顧客はUPSのライフ

サイクル管理から解放され、さらにUPSを常に健全

な状態で保つことができているため、重要な機器

のダウンタイムがなくなった。同社では、営業部門

の全員がPartner Club APCを利用しており、100

社近い顧客のUPS情報を登録し、管理している。

　Partner Club APCを活用してユーザー支援の

質を高めているゲイトウェイ・コンピュータは、シュ

ナイダーエレクトリックの最新サービスである

Partner Club APC Manageにもベータ版ユー

ザーとして参加している。Partner Club APCの

ユーザー ID管理や、登録顧客情報を統合管理する

仕組みで、より俯瞰的な情報管理が可能になって

いる。ソリューション推進部 マーケティンググルー

プの大竹 英代氏は、Partner Club APC Manage

について次のように感想を述べてくれた。

「Partner Club APC Manageを使うことで、担

当者のID管理や担当者ごとに登録された顧客情

報の管理がより簡単になります。これまではそう

した負担を避けるために共通のユーザー IDを

使ってきましたが、今後は担当者ごとに個別のID

を作り、営業部門の全員で活用していきたいと

考えています」

　また、メンテナンスタイミング以外にもPartner 

Club APCの活用シーンを拡大する取り組みも

始まろうとしている。きっかけとなったのは、

2012年8月に行なわれたPartner Club APC

のサイトリニューアルだった。それまでFlashを

多用していたサイトがHTMLベースとなり、近年

一気に普及したタブレット端末からも操作しや

すくなった。

「Partner Club APCにはUPSの選択を支援す

るコンテンツも数多く掲載されています。これら

を、営業現場でタブレットを使って活用していく

ことで、UPSの導入前から導入後のメンテナン

スまで、Partner Club APCを使った支援が可

能になるのではないかと期待しています」

　Partner Club APCで管理している情報をよ

り活用し、導入現場の状況を把握していくこと

で、監視ソリューションを使った環境改善の提案

なども可能になるはずだと、鴫原氏は期待を込

めて語る。シュナイダーエレクトリックのサービ

スをフル活用するゲイトウェイ・コンピュータが

見ているのは、常に顧客の課題解決への道筋だ

と感じさせる、熱意のこもった言葉だった。
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管理機能の導入や営業現場への
展開で支援効果を拡大
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「Partner Club APC」を利用すれば、UPSのライフサイクルを通じた管理サポートを受け取ることができる。
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6年：サポート期間満了
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Club APC、Partner Club APCともに、2012
年のリニューアルでFlashベースからHTML
ベースへと変わった。スマートフォンやタブレッ
トなどのスマートデバイスでも使えるようにな
り、活用シーンの広がりが期待されている。

顧客が購入したUPSの情報をPartner Club 
APCに登録しておけば、バッテリー交換時期
や製品リプレースのタイミングに通知を受けと
ることができる。購入時期が異なる複数台の
UPSを管理している場合でも、バッテリー管
理のタイミングを見逃すことはない。

顧客が購入したUPSの情報をPartner Club 


